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二
〇
〇
五
年
度
行
事
報
告

第
四
四
回
大
会
　
七
月
一
八
日
（
月
）
　
於
・
北
海
道
大
学

理
　
事
　
会

研
究
発
表
会

　
　
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
に
お
け
る
苦
難
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
北
大
大
学
院
博
士
後
期
課
程
　
鶴
島
　
　
暁

　
二
、
ミ
リ
タ
リ
ー
チ
ャ
プ
レ
ン

　
　
　
　
一
米
軍
に
お
け
る
士
宮
と
し
て
の
聖
職
者
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
学
　
石
川
　
明
人

　
三
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
対
日
軍
事
力
行
使
を
あ
ぐ
る
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苫
小
牧
駒
沢
大
学
　
高
橋
　
裕
史

　
四
、
パ
ウ
ロ
の
心
身
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
学
　
千
葉
　
　
恵

総
　
　
　
会

［
報
　
告
］

　
ω
　
二
〇
〇
四
年
度
行
事
・
会
計
冷
会
計
監
査
報
告
を
承
認
し

　
　
た
。

　
②
　
退
会
者
”
由
井
　
哲
夫
（
ご
逝
去
）

［
協
　
議
］

ω
　
学
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

　
　
①
本
学
会
と
日
本
基
督
教
学
会
北
海
道
支
部
は
、
学
術
研

　
　
究
活
動
は
共
同
で
行
う
こ
と
も
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
会

　
　
計
等
の
組
織
運
営
に
関
し
て
は
相
互
に
独
立
し
た
組
織
と

　
　
し
て
運
営
さ
れ
る
。

　
②
し
た
が
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
度
以
降
、
本
学
会
は
日
本

　
　
基
督
教
学
会
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
取
ら
な
い
。

　
　
③
二
〇
〇
六
年
度
以
降
の
本
学
会
の
活
動
方
針
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
多
様
な
立
場
の
方
々
が
加
入
で
き
る
よ
う
に
、

　
　
　
二
〇
〇
六
年
度
の
総
会
ま
で
の
間
に
、
理
事
会
に
お
い
て

　
　
　
そ
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
検
討
し
、
総
会
に
報
告
す
る
。

⑧
　
次
期
大
会
は
、
旭
川
に
お
い
て
二
〇
〇
六
年
七
月
一
七
日

　
　
（
月
）
に
開
催
す
る
。

㈹
　
『
基
督
教
学
』
第
4
1
号
を
発
行
す
る
。
編
集
委
員
と
し
て

　
次
の
各
氏
を
選
出
し
た
。

　
　
　
阿
部
　
包
、
石
川
明
人
、
宇
都
宮
輝
夫
、

　
　
　
小
林
　
敬
、
白
井
暢
明
、
山
我
哲
雄

ω
　
二
〇
〇
五
年
度
予
算
案
を
決
定
し
た
。
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⑤
　
個
人
情
報
保
護
法
と
の
関
連
か
ら
、
今
後
当
面
は
、
本
学

　
　
会
の
名
簿
（
個
人
情
報
）
は
会
の
運
営
作
業
に
た
ず
さ
わ
る

　
　
者
の
み
が
利
用
し
、
従
来
の
よ
う
な
全
会
員
へ
の
配
布
は
行

　
　
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
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暁

石
川
明
人

高
橋
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牧
野
玲
子

北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程

北
海
道
大
学
助
手
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小
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大
学
助
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学
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法
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園
革
加
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長
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